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地絡事故時のＥＶＴの状態

ＥＶＴは、特高変圧器の2次側や、高圧発電所の引出口にもうけられる接地用変圧器で、通常は

3次巻線を「オープンデルタ」に接続し、零相電圧Voを検出する（記号：ＥＶＴ、 旧ＧＰＴ）。

巻線比率は、一般的には
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3次巻線とオープン部分に現れる電圧Voは、

Vu + Vv + Vw + Vo = 0
→ → → → →

地絡がなく平衡な状態では、1次巻線加わる電圧V ,V , V はU V w

V + V + V = 0U

→

V

→
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なので3次巻線の零相電圧Voは
→

Vo = 0
→ →

U

通常時の

零相電圧検出 1次巻線電圧

Ｕ相が地絡したとき
0

WV
Vu + Vv + Vw + Vo = 0
→ → → → →

の関係は保たれるので３次巻線には下図のような零相電圧Voがあ
→

らわれる。
U

Voは配→電線路のインピーダンスと
→

地絡時の

０ 地絡抵抗 Rgの比によって決まる大きさ 1次巻線電圧

をもつ。ベクトル図からRgが小さいほど 0

Voは大きくなる。
v Vo

→

V W

u
地絡時には、対地電圧は変化

するが、線間電圧は変わらないw
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例 ：１相完全地絡（例： U 相完全地絡時 Rg=0(Ω))

U １次巻線３次巻線 オープンデルタ間の制限抵抗に現れる電圧Voは
ベクトル図

3 VV 3 VWVo=3×
3

190
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０
なおかつVoはVuと同相となる。

→ →

V W

3 Vw
３次巻線3V
ベクトル図

( Vv=Vw=V) 3 Vv
ＥＶＴ設置箇所

ZCT

バンク１

DGR

ZCT

バンク2

DGR

バンク3

配変トランス DGR

特高変台

バンク4高圧発電所

など 1次 DGR

Ｒ

制限抵抗
2次 3次

Eオープンデルタ

コンデンサー型計器用分圧器
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１）基準電圧型について
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eωC ×(V + V + V ） - 3 eωC ×Vo - eωC ×Vo = 0
→
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したがって、Voは零相電圧(V + V + V ）に比例し、かつ同相となる。
→

R

→

S

→

T

→

２）基準電流型について

VT

→

VS

→

VR

→

I + I + I - Io = 0R

→

S

→

T

→ →

e:直交単位ベクトル）
→

I = eωC×VR

→ →

R

→

IS

→
（

IT
→

IR

→

IS
→

= eωC×V
→

S

→

Ｃ Ｃ Ｃ

I = eωC×VT

→ →

T

→

の関係があるから
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→
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したがって、Io は零相電圧(V + V + V ）に比例し、
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進むことを示している。 Ｅ

地絡継電器ＤＧＲの方向判定について

（１）配電線側で地絡が起きたとき
配電線

Ic
→

ZCT

Rg

ＥＶＴ
C

Ig EVo

地絡電流

E 需要家側

高圧ケーブルなどの90°

静電容量 Ｃ

需要家の高圧ケーブルの対地静電容量が

十分大きいと、Ｃがコンデンサー型計器用変圧と
Vo
→

０
0° なり、零相電圧に比例したIcを配電線側に還すこ

→

とになる。このとき、無方向性ＧＲであれば電流値

によってはＧＲの不要動作を起こしてしまう。ＤＧＲIc
→

では、ＺＣＴ検出電流が0°から90°の範囲の時

のみ動作するようにしてこれを防いでいる。-90°
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（２）需要家側で地絡が起きたとき
配電線

ZCT
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→ →
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→

Ic
→

Igo
→

地絡電流

Ig
→

0°

Vo
→

需要家のＺＣＴで検出される電流 Igoは
→

Igo = Ig + Ic
→ → →

Ic は 零相電圧Voに対して
2

π
位相が進み、 Ig はVoと

→ → → →

同相であるから Igoは、つねに0°から 90°の範囲に存在する。
→
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